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これ か らの 養 豚
沖縄 の寒豚 は､甘藷 に依存 して号さ展 して きたのであ

るが､近時甘頗 ブームにお きil_て甘藷の生庵が激減 し

飼 料に[1日､られ る甘諸が少 くなったZい二､ 196 1年

に 16万豆白飼 われた豚 が､ 1963年 には 9万頭 に減

少 している｡

-プ)､化 比の食と卜柄のIJnl｣二につれて豚肉の需要は､

も妄々 増加す る傾 向にある｡養脂 は､甘藷に依存 しない

で も維箔的飼育がL･指巨であるか､即 ち購入飼料 に依存

しても採算_がとれ るものかどうかは､興味 ある問題で

ある｡

著者等は､昨勾:･9Hか ら今年の 】月迄､子豚 8頭 を

購 入飼料で鋼帯 し､総榊 生を調祁 Lた｡

網賓 に川いた牌は､ ラン ドレース×チェス ターホ ワ

イ トの 1代雑種 で､Elノ522kgの /･豚 が､目方 9 1kg

になるまで､い くらの購 入飼料 を必安 とす るかを調査

Lた｡ この粥爺にFHL､た飼料の配合'.li.り合 と真司料給与虫

は､ E7本の豚推肉能 ノ)綿定のブイほに近づけるよ うにつ

とめたが､総柄的給与まLtを知 るために､標準r*.(日本

の豚庵肉柏定の給与虫 と同 じ) と20%増飼[{を設 け

て粥杏 した｡

倉那叫は､ 1日分 を朝夕 2回に分 けて与 えたが､与 え

るときは､飼料が､散 るの を防 ぎ､且 食い易 くす るた

めに､飼 料 を しめ L,す程度に水 を混ぜた｡ この配合飼

料では､ ビタ ミン類 が小足す るよ うに考 えたか ら､ ビ

タ ミン補給のために､庁革 を給与 した｡

調査成績 は､次の よ うであった｡

1,標準区は､試駿 開始時の体重 1頭平均 22kgか ら

9 1kgになるまでに即 ち体重 69kg増加す るために､

133日を要 し､飼料は､276kg食った｡体重 1kg

増加す るために､配合飼料 4kgを必要 と しているか ら

飼料馨求率 は､4である.

2,20%憎飼区は､22kgの子豚 が､92kgにな

る迄 に､即 ち体重 70kg増加す るために､ 1】3日を

馨 し､飼料 を､276kg食ったか ら､飼料要求率 は､

3,94となった｡

以上のことか ら､この調査では､標準区 と20%増

飼区 との間に､肥育期間に､3週間の差 があった｡即

ち､ 20%憎飼 区が､2 1日間だけ早 く出荷 出来たが

飼料要求率 には､殆 ど差 がなく､大体､4とい うこと

が出来 る｡肉質は､標準区が､赤肉歩合が多い傾向 に

(6)

飼 料 配 合 割 合 (重量比 )

飼 料 名 前脚餌料 後期飼料

# 31.5% 16.0%

脱 脂 米 粉 12.0 16.0

とうもろこし 38.0 46.0

澱 粉 粕 - 5.0

叔年 宵 - 6.0

大 豆 粕 10.0 -

く ず 大 豆 - 3.0

魚 荒 粕 6.0 5.0

食 塩 0.5 0.3

炭酸 カル シウム 2.0 2.7

lTiI'i渇 前期飼料は作屯50kg迄糸r;与

綾期餌料は体屯50kg以上に糸.?与o

飼 料 給 与 量

体 屯 配合飼料給与左と 一号 草

以上 未満 標準rx-.20%f鵬司r{ (ネピアグラス)

20kg 22kg 1.0kg 1.2kg 0.1kg

22 24 1.1 1,3 ′′

24 26 1.2 1.4 0.2

26 29 1.3 1.5 ′′

29 32 1.4 1.6 〟

32 35 1.5 1.7 0.3

35 38 1.6 1.9 ～

38 41 1.7 2.0 //

41 44 1.8 2.1 0.4

44 47 1.9 2.3 /I

47 50 2.0 2.4 //

50 53 2.1 2.5 0.5

53 56 2.2 2.6 //

56 59 2.3 2.7 ′′

59 62 2.4 2.9 I/

62 65 2.5 3.0 //

65 68 2.6 3.1 I/

68 71 2.7 3.2 0.6

71 76 2.8 3.3 //

76 81 2.9 3.5 I/

81 86 3.0 3.6 ケ

86 90 3.1 3.7 //



あった｡

この調IT-の 】豆貞9Ikgの豚 を′l:.I)にす るための飼料代

と子豚代 を計算 してみ よ う｡

札合別桝は､JLL/t二の川棚 で､ 1kg9セ ン トのIrLli桔 で

あるかL1,､276kgの仙椎は､9セ ン ト×'276セ ン

ト-24ドル84セ ン ト､となる｡

(･順 は∴ 別ì=に購 入出来て､ I6 ドルであったか し,

)'･順化+朗料'Llf- 16 ドル+24.84ドル-40.

84トルである｡

略の′l1..1)'lI･Llfには､/一月引しと紬料一t'～の他 に､･1);一件b'l'～､

建物でそ､器与与I托､謂雑 一比が′必要であって､I)i:川i'I:J)fie.i-～

rL,(二占め る',別合は､∫-順代 と別科Itlで､75%､I);'例

ILL'その他で､25%とすゴ=よ､この網代の豚91kgの

′LJ.椎でtは､40,84トル÷0,75-54.45セ

ン トとな り､JIl.lJを1kgの′卜_J】fl'tは､約 60セ ン ト (1

斤 では､約 36セ ン ト)(=なる｡

このj'r;‡か らすれば､′l:.月釧Ili格 =くg60セ ン ト､丈

は､ 1斤 36セ ン トt'JJ･/C.あ1日よ､購 入紬料のみて飼

育 して も採‡‡がとJLるが､そJLlt).下の仙椎 では､･)I;'†剃

一控等に食いこむことになるO

次に､′f:.Jl'(:'川の低減 について<･えてみたいol大川i'L

椎の帥料 LRj･求率は､う1Lf通､4といわiL､詐 '̂Tl,1-の調でTJ

でも､4となっているが､H本の豚Ilr:肉F･'h',上ては､飼

料安求率 が､3,5以 卜が仙 日.Ill.ているか し)､豚′l-_推

'Lrtの低減には､魚)-JH 'P,{JJ･求ヰ三を 卜げ ろことをn/)tArJt･,山 に

考えるべ きである. このため(:は､

1,良い豚 をIig,jに とである. 日本の脂亡'L山の 々え

ノJも､いままでのよ うに､繋船能 ノ)､作形 ､･lj!Jii!性 の

み な らず､ もつ とLT･:_LP,,i.･な肥育作り目'日の条虫締 ､飼料のi-1J川

性 ､l36:肉能ノ)についてのCJ*良 をtTf,･:JI.ll'･)(二おこな :)よ :)

になっている｡

2.飼料のネ｢号与 に'11つては､エネルギー,出｢l'PE､

ビタミン､舟峠機物二村二イく足 しないよ うに心掛 りる｡F'l

'束nL!介の土抜ltにはI.tに注..liす る必 紫.がある｡

次に､′l:_推･川[いに､大 きT/);･りナナをrSめ る (･n糾いこつ

いて述べ る｡ 日本の鶴巻氏 らの幸u;L;･によると 了･脂 Iy一点

の′I:_I)'Iたで～は､ 10ドルとなっている.埼∃;_稚&'牧城の

符崎龍ifr=_Ltは､次のよ うに述べ ているO肥〒fn客餌着の

､'Fjijか らみ ると､(･脂のIL1fJHは､総′l･J)1?_'tl～の 20-2

5%をLRj-す るもの とみてよい｡ J'･順 イこjiでき引入の.':,';fTrL

の ときは､l鮎i20ドルかLl,25トルに もなったが､

H.Ji4-日36J/I:･以降は､ 1豆貞l】トルかL,14 ドルIII-.とな

り､枝l大川l場kg89セ ン ト位 か らみて均衡がと]Lてい

ると ｡

沖縄 で､▲∫:･JTIl!f､7-8豆貞以上 を餌fl-す る着順 '水なし,

(･豚 を自分で/lil3'(;す るノJが利7"宗は 多いのではあるまtL

か｡ J'-臓 が.1一:)lllllになjLは他(=版7'こしてもよいO

なおLii71=_,多豆貞alJf]1-話が増加ILつつあるが､こJLL,

の人々は､養豚別科 を残飯 に依Tl--している｡城飯fiLJJfl'

では､残飯のi止が､雀牌 の州Ju目につ]Lて 多くなるとは

ぢえらiL7こいので､沖縄 の雀牌 も残飯雀牌 たりでは､

余 り伸 びるとは 巧-えられ ないO十校は､即日の F'J皐.'号､

'/jLllIlな鮎1.E.トの輸入､飼料の効 火的利 JInl･:多くのHlH越の

解iJtをはか し,fJ.LL日日よならti:Ll. (枚 田 祐 一 )
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